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特集特集 美川西地区集落営農連携協議会が設立されました

　6月 29 日（水）に、美川まちづくりセンター西分館

において美川西地区集落営農連携協議会設立総会が開

催されました。

　本協議会は、美川西地区の法人や任意団体が連携し、

農地保全と農業振興を図ることを目的として、5集落（田

橋上、田橋中、田橋下、横山上、横山下）の 82 人が構

成員となり設立されました。

　太田靖男会長からは、「美川西地区が限界集落になら

ないようにやっていきたい。ぜひ協力をお願いしたい」

と取り組みに対する決意が述べられました。

　今後、本協議会では日本型直接支払制度（多面的機

能支払交付金）を活用し、水路や農道等の維持補修を

行うなど、農地保全及び環境保全に取り組まれます。

  

あいさつをされる太田会長

　　役員体制（敬称略）

　　　会　長　太田　靖男

　　　副会長　小川　泰昭、稲垣　薫、城谷　恒司（会計兼務）

　　　事務局　稲垣　俊典、垰本　徹夫

　　　監　査　淺浦　徹、岩井　省悟

　　　代議員　福原　昭男、長嶧　茂巳、小出　伸昭、品川　悦雄、稲垣　廣雪



【有機米】アイガモロボ現地研修会を開催しました！

【お知らせ】転作作物の現地確認について（再掲）

 

　前回もお伝えしましたが、浜田市

農業再生協議会では、下記の日程で

経営所得安定対策に係わる「転作作

物現地確認」を行う予定です。

　該当する生産者の方は「立札（現

地確認票）」を送付しますので、転

作地と分かるように「立札」を立て

ておいていただきますようよろしく

お願いいたします。

地区名

浜田

三隅

金城

旭

弥栄

現地確認日

7月 25 日（月）

7月 26 日（火）

7月 27 日（水）

7月 29 日（金）

8月 1日（月）

4

※日程が変更となる場合があります

立札（現地確認票）の例

当情報誌は、新規就農者、認定農業者、集落営農組織と関係機関の皆様に配信しています。
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　6 月 14 日（火）に、今年度弥栄地区で実証試験を行っている自動抑草ロボット（アイガモロボ）
の現地研修会を開催し、市内や県外の生産者の方に参加いただきました。
　最初に座学を行い、島根県農業技術センター専門研究員の松本樹人さんから有機米を栽培する
うえで欠かせない「トロトロ層」について、続いて井関農機株式会社の小林省吾さんからアイガ
モロボについてお話いただきました。

　続いて弥栄町稲代の実証圃に
移動し、稼働しているアイガモ
ロボを見学していただきまし
た。
　あいにくの雨模様の中でした
が、アイガモロボは元気よく田
んぼの中を泳いでいました。
　実証の結果については、今後
ＴＥＧＯねっとだよりでもお知
らせしていきます！

座学の様子 実証圃見学の様子

【8月 10 日開催】スマート農業（播種機械）実演研修会を開催します！

　浜田市では、有機の露地野菜の取り組みを進めるうえで、省力化を図るために、機械化一貫体
系の構築を進めています。今回は、ヤンマーアグリジャパン中四国支社のご協力いただき、自動
操舵を導入したトラクターによる有機人参の播種の実演研修会を行います。
　最新の技術をこの機会にぜひご覧ください。参加ご希望の方は、浜田市農林業支援センターま
でご連絡ください。

開催日時：令和 4年 8月 9日（火）

　　　　　　13：30～

実施場所：小松ファーム圃場

　　　　　（浜田市弥栄町小坂 332-2）

使用機械：YT225 ハイクリ、自動操舵、

　　　　　アグリテクノ矢崎 4条播種機

播種概要：条間 25㎝、株間 6㎝


